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　　「
木
屑
等
の
適
正
処
理
に
関
す
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対
処
指
針
」

減
量
化
、
測
定
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど

　　ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
が
社
会
問
題
化

す
る
中
で
、
焼
却
炉
に
対
し
て
は
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

（
廃
掃
法
）
の
施
行
規
則
改
定
、「
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」（
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
法
）
の
制
定
に
よ
っ
て
規
制

が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　　全
木
連
で
は
従
来
か
ら
「
木
材
は
環

境
に
優
し
い
、
安
全
な
資
材
で
あ
り
、

究
極
の
環
境
資
源
で
あ
る
」
と
主
張
し

て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
と
も

環
境
面
で
不
利
益
な
批
判
を
受
け
な
い

た
め
に
も
、
一
連
の
規
制
に
対
し
て
適

切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

た
事
情
か
ら
、
同
委
員
会
を
設
置
し
て

木
材
業
界
と
し
て
の
対
応
方
法
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ま
で
に
二
月
十

三
日
、
四
月
十
七
日
、
六
月
二
十
七
日

の
合
計
三
回
、
会
合
を
開
催
し
て
議
論

を
重
ね
て
き
た
。

　　中
間
報
告
の
「
基
本
的
考
え
方
」
及

び
「
対
応
指
針
」
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

２
、
基
本
的
考
え
方

　（　）１
木
材
産
業
は
、
貴
重
な
循
環
資
源
で

　　あ
る
木
材
を
無
駄
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

　　な
用
途
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　　廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
木
屑
等
の

　　発
生
の
減
量
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な

　　ら
な
い
。

　（　）２
環
境
問
題
に
関
し
、
木
材
産
業
だ
け

　　が
例
外
的
扱
い
を
受
け
る
こ
と
を
期

　　待
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　　現
在
適
用
さ
れ
て
い
る
諸
規
則
を
は

　　じ
め
、
本
年
十
二
月
一
日
に
か
ら
適

　　用
さ
れ
る
改
正
廃
掃
法
施
行
規
則
の

　　新
た
な
規
制
に
対
し
て
も
、
各
企
業

　　
の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

　（　）３
こ
れ
ら
の
取
組
に
あ
た
っ
て
は
、
地

　　域
の
同
業
種
、
異
業
種
を
含
む
地
域

　　の
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進

　　す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　（　）４
各
種
の
施
設
・
設
備
の
導
入
等
に
対

　　し
て
は
、
新
た
な
助
成
措
置
を
含
め

　　　　　　目
　　　　　　　　次

一
面
　　木
屑
等
の
適
性
処
理
に
関
す
る

　　　　　　対
処
指
針
（
中
間
報
告
）

二
面
　　地
域
材
利
用
と
木
材
産
業
対
策

　　　　　　の
展
開
方
向

三
面
　　天
皇
陛
下
が
植
樹
祭
で
ご
発
言

四
面
　　景
況
調
査
　　

１
、
は
じ
め
に

　　木
材
業
界
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
中
で
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
廃
掃

法
」
と
い
う
。）の
施
行
規
則
改
定
、「
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」（
以

下
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
法
」
と
い
う
。）の

制
定
に
よ
り
焼
却
炉
に
関
す
る
規
制
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　　し
か
し
な
が
ら
、
全
木
連
と
し
て
は
、

従
来
か
ら
「
木
材
は
環
境
に
優
し
い
、

安
全
な
資
材
で
あ
り
、
究
極
の
環
境
資

源
で
あ
る
。」と
主
張
し
て
お
り
、
こ
の

た
び
の
規
制
強
化
に
対
し
て
も
前
向
き

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　従
っ
て
、
木
材
業
界
は
自
ら
木
屑
等

の
適
正
処
理
に
関
す
る
意
識
改
革
を
行

い
、
環
境
問
題
の
解
決
に
真
剣
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

　　全
木
連
、
各
会
員
及
び
構
成
員
に
お

い
て
は
、
以
下
の
考
え
方
と
対
応
指
針
に

基
づ
く
行
動
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　　全
木
連
の
「
木
屑
の
適
正
処
理
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
＝

中
塚
淳
一
郎
岡
山
県
木
連
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て

「
木
屑
等
の
適
正
処
理
に
関
す
る
対
処
指
針
」（
中
間
報
告
）
を
ま
と
め
た
。
焼
却

炉
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
木
材
業
界
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
を
ま
と
め
た
も
の
。
こ
の
中
で
は
「
基
本
的
考
え
方
」
と

し
て
、
木
屑
等
の
減
量
化
に
努
め
る
必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
木
材
産
業

が
例
外
的
扱
い
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
す
べ
き
で
な
く
、
新
た
な
規
制
に
対
し
て

各
企
業
の
責
任
で
対
応
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
さ
ら
に
「
対
応
指
針
」
と
し

て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
に
際
し
て
は
、
地
域
ご
と
の
共
同
発
注
に
よ
る
コ

ス
ト
低
減
を
検
討
す
る
こ
と
や
、
木
屑
等
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す

る
こ
と
、
各
種
施
設
・
設
備
の
導
入
等
に
対
す
る
支
援
措
置
の
拡
充
や
新
た
な
助

成
措
置
、
制
度
改
革
な
ど
を
要
請
す
る
こ
と
な
ど
の
対
応
方
向
を
示
し
て
い
る
。

特
に
、
小
型
焼
却
施
設
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
低
コ
ス
ト
で
簡
易
な
測
定

法
を
早
期
に
導
入
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
三
項
目
に
つ
い
て
は
、
近
く
環

境
省
等
に
要
望
す
る
予
定
で
あ
る
。
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　　財
政
的
、
制
度
的
支
援
を
要
望
す
る
。

３
、
対
応
指
針

　（　）１
当
面
の
対
応

ア
、
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
木
屑
等

　　の
発
生
抑
制

　　木
材
の
多
様
な
再
利
用
の
方
向
を
検

討
し
、
木
屑
等
の
減
量
化
に
努
め
る
。

な
お
再
利
用
で
き
な
い
木
屑
等
に
つ
い

て
は
、
産
廃
業
者
に
委
託
す
る
か
、
届

出
及
び
測
定
義
務
の
な
い
小
型
の
焼
却

炉
で
焼
却
す
る
か
比
較
考
量
す
る
。

　　注
・
木
材
販
売
業
に
お
い
て
発
生
す

　　　　る
廃
棄
物
は
、
一
般
廃
棄
物
に
該

　　　　当
し
、
原
則
と
し
て
市
町
村
等
が

　　　　処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

イ
、
焼
却
炉
対
策

　　本
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
全
て
の
焼

却
炉
に
つ
い
て
、
新
た
に
構
造
上
の
規

制
が
強
化
さ
れ
る
。

　　今
後
も
木
屑
等
の
処
理
を
焼
却
に
よ

る
場
合
は
、
既
設
焼
却
炉
の
改
造
ま
た

は
新
設
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

構
造
等
に
つ
い
て
は
メ
ー
カ
ー
と
緊
急

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
全
木
連
は
焼

却
炉
関
連
情
報
を
H
P
に
掲
載
す
る
。

ウ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定

　　負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
地
域
ご
と

の
共
同
発
注
に
よ
る
測
定
コ
ス
ト
の
低

減
を
検
討
す
る
。
ま
た
簡
易
測
定
法
の

早
期
確
立
、
測
定
期
間
の
延
長
、
測
定

項
目
の
削
減
を
環
境
省
等
に
要
請
す
る
。

エ
、
行
政
と
の
対
話

　　地
域
の
行
政
等
と
普
段
の
積
極
的
な

対
応
を
通
じ
、
協
調
と
信
頼
関
係
を
築

き
、
法
の
執
行
に
あ
た
っ
て
地
域
の
実

態
に
配
慮
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

地
域
材
利
用
と
木
材
産
業
対
策
の
展
開
方
向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全
木
連
か
ら
三
点
要
請

　　　　　　自
民
党
林
政
調
査
会
が
中
間
取
り
ま
と
め

　（　）２
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た

　　対
応

ア
、
木
質
資
源
の
多
様
な
利
用
の
推
進

　　木
屑
等
の
減
量
化
の
た
め
、
既
存
の

用
途
の
再
評
価
に
加
え
、
新
製
品
、
新

用
途
の
開
発
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
共
同
化
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。
ま
た
、
全
木
連

は
関
連
す
る
優
良
事
例
を
H
P
等
で
紹

介
す
る
。

イ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

　　技
術
的
及
び
事
業
的
な
可
能
性
を
見

極
め
つ
つ
、
地
域
関
係
者
の
協
力
を
得

て
進
め
る
。
ま
た
、
全
木
連
は
関
連
す

る
優
良
事
例
を
H
P
等
で
紹
介
す
る
。

ウ
、
地
域
社
会
と
の
共
生

　　地
域
社
会
の
各
層
と
の
対
話
を
通
じ
、

相
互
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

エ
、
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進

　　木
材
産
業
の
広
報
活
動
及
び
木
材
利

用
の
啓
発
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
　

オ
、
支
援
措
置
の
拡
充

　　支
援
措
置
の
拡
充
と
新
た
な
助
成
措

置
、
制
度
改
革
を
要
請
す
る
。

1
　地
域
材
利
用
の
推
進
方
向

１
　　基
本
的
な
考
え
方

〈
論
点
〉

　　○
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
も
っ
と
山
に

手
を
か
け
る
べ
き
。

　　○
木
材
加
工
・
流
通
業
者
は
国
産
材

を
使
う
と
い
う
哲
学
で
国
益
を
担
い
、

国
家
的
な
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
」

に
木
材
利
用
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、「
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸

収
源
十
カ
年
対
策
」
の
中
で
強
力
に
地

域
材
利
用
推
進
を
展
開
。

　　○
地
域
材
の
利
用
に
つ
い
て
の
国
民

的
な
合
意
形
成
を
推
進
し
、
林
業
・
木

材
産
業
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
住
宅
生

産
者
、
最
終
消
費
者
等
も
含
め
た
関
係

者
全
体
の
取
組
を
構
築
。

　　○
住
宅
、
公
共
施
設
等
の
従
来
分
野

だ
け
で
な
く
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
等
の
新
規
分
野
も
含
め
、
関
係

省
庁
が
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
地
域

材
の
利
用
を
推
進
。

２
　　具
体
的
取
組

　（　）1
国
民
へ
の
普
及
啓
発

〈
論
点
〉

　　○
国
産
材
の
製
品
は
、
価
格
や
品
質

評
価
が
消
費
者
に
わ
か
り
に
く
く
、
そ

の
こ
と
を
相
談
で
き
る
窓
口
も
な
い
。

　　○
品
確
法
が
一
昨
年
か
ら
施
行
さ
れ

た
が
、
例
え
ば
、
乾
燥
に
よ
る
割
れ
は

よ
ほ
ど
の
場
合
を
除
い
て
構
造
上
問
題

と
は
な
ら
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
認
識
を
正
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
最
終
消
費
者
が
、
木
材
の
利
用
に

当
た
っ
て
地
域
材
を
選
報
の
提
供
と
と

も
に
、
普
及
啓
発
を
推
進
（
マ
ス
コ
ミ

等
の
積
極
的
な
活
用
、
学
校
等
に
お
け

る
木
と
ふ
れ
あ
う
取
り
組
　み
の
充
実
、

相
談
窓
口
の
運
営
等
）。

　　○
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ

て
い
る
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材
の

ラ
ベ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
検
討
。

　（　）2
住
宅
へ
の
利
用
促
進

〈
論
点
〉

　　○
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
木
材

供
給
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
品
質
の
安
定
、

価
格
の
安
定
及
び
供
給
力
の
安
定
。

　　○
こ
の
住
宅
は
、
こ
う
い
う
材
料
を

使
っ
て
こ
の
金
額
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
を
消
費
者
が
納
得
す
れ
ば
、
大
工
・

工
務
店
も
大
手
メ
ー
カ
ー
に
負
け
な
い
。

　　○
在
来
工
法
に
よ
る
住
宅
建
築
の
コ

ス
ト
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
資

材
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
、
内
装
材
の
開
発

に
よ
り
、
工
期
を
短
縮
す
る
こ
と
が
必

要
。

　　○
ス
ギ
等
の
中
目
材
、
背
板
を
内
装

材
と
し
て
利
用
し
て
い
く
た
め
、
自
然

塗
料
や
乾
燥
を
含
め
て
技
術
　開
発
す
る

こ
と
が
必
要
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
地
域
の
大

工
・
工
務
店
等
の
二
極
化
す
る
家
づ
く

り
に
対
応
し
て
、
①
徹
底
し
た
低
コ
ス

ト
化
、
供
給
ロ
ッ
ト
の
拡
大
、
品
質
・

性
能
の
明
確
化
、
な
い
し
は
　②
顔
の
見

　　地
域
材
利
用
と
木
材
産
業
対
策
の
施
策
が
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
、
関
係
者
か
ら
意
見
聴
取
し
つ
つ
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
自
民

党
の
林
政
調
査
会
は
七
月
九
日
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
「
地

域
材
利
用
及
び
木
材
産
業
対
策
の
今
後
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
（
中
間

取
り
ま
と
め
案
）」を
策
定
し
た
。

　　地
域
材
利
用
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
て
い

る
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
検
討
す
る
こ
と
や
、

徹
底
し
た
低
コ
ス
ト
化
、
ロ
ッ
ト
の
拡
大
、
顔
の
見
え
る
関
係
に
基
づ

く
地
域
材
供
給
な
ど
、
木
材
産
業
対
策
と
し
て
は
、
森
林
所
有
者
、
木

材
供
給
者
、
住
宅
生
産
者
の
連
携
、
木
材
加
工
団
地
形
成
に
よ
る
構
造

改
革
な
ど
を
進
め
る
べ
き
と
の
見
解
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　　今
後
は
こ
こ
に
盛
ら
れ
た
内
容
に
沿
っ
て
各
種
施
策
が
展
開
さ
れ
る

よ
う
、
同
調
査
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
。

　　ま
た
、
同
日
の
会
合
に
出
席
し
た
庄
司
全
木
連
会
長
代
理
は
、
①
一

般
消
費
者
に
向
け
て
森
林
の
役
割
や
木
材
利
用
の
意
義
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
、
②
公
共
施
設
等
を
建
設
す
る
際
に
は
、
地
域
材
を
一
定
割

合
以
上
使
用
す
る
と
の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
こ
と
、
③
補
助
事
業
な

ど
の
助
成
措
置
の
実
施
主
体
に
「
意
欲
あ
る
企
業
や
企
業
グ
ル
ー
プ
」

を
追
加
す
る
こ
と
　　　の
三
点
に
つ
い
て
、
特
に
推
進
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　　な
お
、
最
終
的
な
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
つ
い
て
は
、
谷
洋
一
同

調
査
会
会
長
と
二
田
孝
治
林
政
基
本
問
題
小
委
員
長
に
一
任
さ
れ
た
。

中
間
取
り
ま
と
め（
案
）抜
す
い
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　　　　　「
森
林
は
適
切
な
手
入
れ
が
必
要
」

　　　　　　　　　　　天
皇
陛
下
が
植
樹
祭
で
ご
発
言

え
る
関
係
の
構
築
に
よ
る
地
域
材
供
給
、

と
い
う
二
つ
の
方
向
を
明
確
化
。

　　○
木
造
住
宅
の
低
価
格
化
に
向
け
て

木
材
供
給
段
階
か
ら
の
コ
ス
ト
削
減
を

図
る
と
と
も
に
、
内
装
材
の
パ
ー
ツ
化

・
ユ
ニ
ッ
ト
化
等
の
推
進
に
よ
る
施
行

性
の
向
上
、
消
費
者
に
よ
　る
Ｄ
Ｉ
Ｙ
利

用
も
可
能
な
製
品
の
開
発
・
普
及
等
を

推
進
。（
例
・
ス
ギ
の
柔
ら
か
さ
、
暖
か

さ
等
を
活
か
し
た
内
装
材
の
開
発
）

　　○
伝
統
工
法
を
活
か
し
た
地
域
材
利

用
技
術
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
等
の
環
境
問

題
に
対
応
し
た
地
域
材
製
品
等
の
開
発

・
普
及
等
を
推
進
。

　（　）3
公
共
部
門
等
に
お
け
る
利
用
促
進

〈
論
点
〉

　　○
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
今
後
、
木
材
を
住
宅
分
野

だ
け
で
消
費
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
。

病
院
や
学
校
な
ど
の
分
野
に
国
産
材
を

使
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
　

　　○
木
造
公
共
施
設
へ
の
助
成
は
効
果

的
で
あ
り
、
是
非
、
木
造
化
に
対
す
る

助
成
を
進
め
る
べ
き
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
木
造
公
共
施
設
の
建
設
に
対
す
る

取
組
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
優
良
事

例
の
紹
介
等
に
よ
る
民
間
施
設
の
木
造

化
を
進
め
、
地
域
材
を
利
用
し
た
街
並

み
や
景
観
づ
く
り
を
推
進
。

　　○
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
府
省
と
連
携
し
、
学
校
等
へ
の
地
域

材
利
用
を
推
進
。

　（　）4
木
質
資
源
の
多
角
的
利
用
の
促
進

〈
論
点
〉

「
地
域
材
利
用
及
び
木
材
産
業
対
策
の

今
後
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
（
中
間
取

り
ま
と
め
案
）」を
策
定
し
た
七
月
九
日

の
林
政
調
査
会
の
会
合
で
は
、
質
疑
応

答
の
中
で
、
今
年
六
月
に
山
形
県
で
行

わ
れ
た
全
国
植
樹
祭
で
天
皇
陛
下
が
述

べ
ら
れ
た
お
言
葉
が
話
題
に
な
っ
た
。

同
県
出
身
の
岸
宏
一
参
議
院
議
員
が
紹

介
し
た
も
の
。
　

　
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
陛
下
は
式
典
で

　　○
木
材
加
工
に
当
た
っ
て
生
産
さ
れ

る
端
材
や
樹
皮
等
の
処
理
が
問
題
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
製
材
工
場
に
お
け
る
端
材
等
の
乾

燥
熱
源
、
発
電
等
へ
の
利
用
の
ほ
か
、

林
地
残
材
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
利
用
を
推
進
。

　　○
農
業
、
畜
産
業
等
の
多
様
な
業
種

と
の
連
携
に
よ
る
木
材
の
新
た
な
需
要

の
開
拓
を
推
進
　

　　○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
機

能
性
木
質
新
素
材
（
木
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
）
等

の
開
発
を
推
進
。

　　○
消
費
者
の
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま

り
に
対
応
し
て
、
間
伐
材
等
の
国
産
材

を
利
用
し
た
紙
の
生
産
・
流
通
の
取
組

を
推
進
。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

2
　木
材
産
業
体
制
整
備
の
推
進
方
向
　

１
　　基
本
的
な
考
え
方

〈
展
開
方
向
〉

　　○
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
向
け
た
供

給
を
行
う
た
め
の
、
工
場
の
大
規
模
化
、

効
率
化
等
を
通
じ
た
競
争
力
の
確
保
　

　　○
大
工
・
工
務
店
等
に
向
け
た
供
給

を
行
う
た
め
の
、
地
域
の
森
林
所
有
者
、

木
材
供
給
者
、
住
宅
生
産
者
に
よ
る
連

携
の
構
築

　　○
品
質
・
性
能
の
向
上
及
び
明
確
化

と
こ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
規
格
品

生
産
や
品
質
管
理
の
体
制
整
備

２
　　具
体
的
取
組
　

　（　）1
素
材
の
生
産
・
流
通
の
合
理
化

〈
論
点
〉

　　○
国
産
材
利
用
を
進
め
て
い
く
上
で

最
大
の
問
題
で
あ
る
供
給
力
の
安
定
の

た
め
に
は
、
原
木
の
安
定
生
産
、
調
整

機
能
が
必
要
。

　　○
素
材
生
産
の
コ
ス
ト
低
減
と
量
的

供
給
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
例
え
ば
、

長
期
に
わ
た
る
伐
採
・
供
給
を
可
能
と

す
る
制
度
を
検
討
す
べ
き
。

　　○
チ
ッ
プ
生
産
は
、
被
害
木
や
支
障

木
、
間
伐
材
等
の
用
途
と
し
て
地
域
に

不
可
欠
な
存
在
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
素
材
生
産
の
伐
木
・
集
材
等
の
作

業
コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
、
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
、
路
網
整
備
等
の
ほ
か
、

計
画
的
、
安
定
的
な
素
材
生
産
の
た
め

の
長
期
の
受
委
託
や
長
期
伐
採
契
約
等

の
取
組
を
推
進
。

　　○
原
木
の
積
み
下
ろ
し
や
輸
送
等
の

流
通
コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
、
工
場
へ

の
直
送
化
や
そ
の
た
め
に
必
要
な
山
元

で
の
選
別
等
を
推
進
。

　　○
素
材
生
産
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な

チ
ッ
プ
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
や
需
給
情

報
の
円
滑
な
提
供
を
通
じ
た
安
定
供
給

体
制
の
整
備
と
と
も
に
、
木
材
チ
ッ
プ

の
新
規
用
途
開
発
を
推
進
。

　（　）2
製
材
加
工
の
高
度
化

〈
論
点
〉

　　○
国
産
材
の
製
材
工
場
は
小
規
模
か

つ
多
品
種
少
量
生
産
で
あ
り
、
住
宅
メ

ー
カ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
。

高
品
質
の
乾
燥
材
等
を
安
定
的
に
ジ
ャ

ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
で
供
給
で
き
る
体
制

が
必
要
。

　　○
品
質
管
理
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
。

　　○
乾
燥
コ
ス
ト
の
大
幅
削
減
が
必
要

で
あ
り
、
高
温
低
湿
乾
燥
に
よ
る
低
コ

ス
ト
化
技
術
が
よ
う
や
く
実
用
化
し
た

と
こ
ろ
。
今
後
は
、
乾
燥
機
の
大
型
化
、

熱
源
と
し
て
の
木
く
ず
焚
き
ボ
イ
ラ
ー

の
利
用
推
進
が
必
要
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
小
規
模
で
多
品
種
少
量
生
産
の
生

産
体
制
か
ら
、
木
材
加
工
団
地
を
形
成

す
る
大
規
模
工
場
を
主
体
と
す
る
生
産

体
制
　に
転
換
す
る
な
ど
の
構
造
改
革
を

推
進
。
乾
燥
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
推
進
。

　　○
品
質
管
理
体
制
を
整
備
し
、
品
質

・
性
能
や
寸
法
制
度
等
が
明
ら
か
な
J

A
Ｓ
等
の
規
格
製
品
の
供
給
を
推
進
。

　　○
乾
燥
コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
の
技

術
開
発
と
こ
れ
ら
の
普
及
を
推
進
。

　　○
原
木
の
高
度
利
用
、
廃
棄
物
の
縮

減
等
の
観
点
か
ら
、
端
材
の
有
効
利
用

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
拡
大
。

　（　）3
高
次
加
工
化

〈
論
点
〉

　　○
乾
燥
し
づ
ら
く
強
度
が
低
い
と
い

う
ス
ギ
の
弱
点
は
、
ラ
ミ
ナ
に
し
て
乾

燥
を
行
い
、
曲
が
り
に
強
い
ベ
イ
マ
ツ

等
異
樹
種
と
組
み
合
わ
せ
て
集
成
材
に

加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
克
服
可
能
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
住
宅
生
産
者
と
木
材
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
た
地
域
材
利
用
の
た
め
の
連

携
関
係
づ
く
り
、
技
術
開
発
等
の
推
進
。

　（　）4
製
品
流
通
の
合
理
化

〈
論
点
〉

　　○
取
引
の
単
位
を
k
あ
た
り
か
ら
、

一
本
、
一
枚
な
ど
に
切
り
替
え
、
消
費

者
に
木
材
は
高
い
と
い
う
印
象
を
与
え

な
い
こ
と
が
必
要
。

　　○
物
流
コ
ス
ト
は
製
材
コ
ス
ト
と
比

べ
て
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
か

ら
、
い
か
に
物
流
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ

る
か
が
重
要
。

〈
展
開
方
向
〉

　　○
「
一
k
あ
た
り
」
で
な
く
「
柱
一

本
あ
た
り
」
等
の
単
価
に
基
づ
い
た
、

消
費
者
に
分
か
り
や
す
い
取
引
を
推
進

す
る
た
め
、
業
界
、
行
政
、
マ
ス
コ
ミ

等
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
。

　　○
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
多
段
階
な
物
流

の
短
絡
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
る
流
通
の

流
通
の
迅
速
化
等
を
推
進
。



�

詳しくは、当基金、都道府県林務担当課、関係団体の当基金相談員、�
もよりの金融機関へお問い合わせ下さい。�

※平成14年4月から推進資金の貸付利率が下がりました。�
（例　旧２.１％　→　新１.５％）�

林材業専門の保証機関�

農 林 漁 業 信 用 基 金 �
後　楽　事　務　所（林業部門）�
　　副理事長　　　　橋　　　勲�

〒112-0004　東京都文京区後楽1-7-12（林友ビル5階）�
　　　　　　TEL 03（3813）5371　FAX 03（3812）8842�
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.mmjp.or.jp/kikin�
　　　　　　メールアドレス　kanrisitu@tokyo.email.ne.jp�

お役に立ちます�
林業・木材産業信用保証�

全　　　木　　　連　　　時　　　報

景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上
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6月分集計表
モニター数131　　回答数83　　回収率63％

増加18％（15）
増加17％（14）
上昇10％（　8）
上昇22％（18）

増加20％（16）
増加17％（14）
上昇12％（10）
上昇20％（17）

変わらず61％（51）
変わらず55％（46）
変わらず78％（65）
変わらず71％（59）

変わらず67％（56）
変わらず67％（56）
変わらず86％（71）
変わらず75％（62）

減少21％（17）
減少28％（23）
下降12％（10）
下降　7％（　6）

減少13％（11）
減少16％（13）
下降　2％（　2）
下降　5％（　4）

21％（15）
24％（15）
11％（　7）
　7％（　5）

70％（49）
70％（44）
75％（48）
64％（44）
62％（41）

45％（35）

　9％（　6）
　6％（　4）
14％（　9）
29％（20）
12％（　8）

0％（　0）
モニター数114　　回答数67　　回収率59％

26％（17）

55％（42）

増加28％（19）
増加16％（11）
上昇　0％（　0）
上昇15％（10）

増加18％（12）
増加15％（10）
上昇　6％（　4）
上昇18％（12）

29％（10）
16％（　4）
28％（10）
18％（　9）

67％（14）

変わらず57％（38）
変わらず57％（38）
変わらず90％（60）
変わらず73％（49）

変わらず67％（45）
変わらず60％（40）
変わらず85％（57）
変わらず76％（51）

56％（19）

64％（23）
63％（32）

28％（　6）

80％（20）

減少15％（10）
減少27％（18）
下降10％（　7）
下降12％（　8）

減少15％（10）
減少25％（17）
下降　9％（　6）
下降　6％（　4）

15％（　5）
　4％（　1）
　8％（　3）
19％（10）

　5％（　1）

「
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
森
林
は
、

有
用
な
木
材
の
生
産
に
支
障
を
来
す
ば

か
り
で
な
く
、
災
害
防
止
に
寄
与
す
る

森
林
の
効
果
を
も
減
退
さ
せ
ま
す
。
今

日
過
疎
化
の
進
む
山
間
地
に
お
い
て
は
、

特
に
活
力
の
あ
る
森
林
の
育
成
に
多
く

の
人
々
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
、
森
林
の
手
入
れ
が
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
多
く
の
人
々
が
強

力
す
べ
き
と
の
考
え
を
示
さ
れ
た
。

　　陛
下
の
お
言
葉
の
主
な
部
分
は
次
の

通
り
。

〈
天
皇
陛
下
お
言
葉
（
抜
粋
、
六
月
二

日
、
全
国
植
樹
祭
式
典
で
）
〉

「（
前
略
）
今
日
、
多
く
の
先
人
の
努
力

に
よ
っ
て
守
り
育
て
ら
れ
て
き
た
豊
か

で
美
し
い
森
林
は
、
木
材
資
源
を
確
保

し
、
水
資
源
を
涵
養
し
、
生
活
環
境
を

良
好
に
保
つ
な
ど
、
人
々
の
生
活
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
役
割
を
果
た
し

て
お
り
ま
す
。

　　特
に
、
我
が
国
の
厳
し
い
自
然
環
境

の
中
で
、
森
林
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨

の
も
た
ら
す
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
た

め
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　　世
界
的
に
も
、
地
球
環
境
の
保
全
の

た
め
、
森
林
の
持
つ
重
要
性
は
ま
す
ま

す
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

　　年
々
減
少
し
て
い
く
世
界
の
森
林
を
、

人
類
共
通
の
資
産
と
し
て
、
共
に
守
り

育
て
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
あ

り
、
現
在
、
我
が
国
の
人
々
が
、
世
界

の
各
地
域
に
お
い
て
森
林
の
造
成
や
保

護
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
、
心
強
く

思
い
ま
す
。

　　国
内
に
お
け
る
今
後
の
問
題
は
、
森

林
を
い
か
に
活
力
に
満
ち
た
状
態
に
保

っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　　間
伐
な
ど
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な

い
森
林
は
、
有
用
な
木
材
の
生
産
に
支

障
を
来
す
ば
か
り
で
な
く
、
災
害
防
止

に
寄
与
す
る
森
林
の
効
果
を
も
減
退
さ

せ
ま
す
。

　　今
日
過
疎
化
の
進
む
山
間
地
に
お
い

て
は
、
特
に
活
力
の
あ
る
森
林
の
育
成

に
多
く
の
人
々
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
（
後
略
）」


